
































































































































































2015 年 2 月 16 日、生坂小学校で第 2回目の紙
芝居公演を行った（資料 2）。昨年と比べて内容
が分かり難いのではないかと心配したものの杞憂
に過ぎず、小学生たちは昨年同様に楽しんでいた。
公演後、担任の先生に尋ねると説明が分かり易か
ったので理解できたのではないかとのことであっ
た。
（4）おわりに
ゼミでは、ゼミ生の積極的参加を目指して運営
を行っているが、本事業はこれに合致したもので
あり、また今までとは異なった事業内容であり、
ゼミ生の教育に大きく寄与し有意義な 2年間であ
ったと思われる。「得る物が大きかった」という
のが実施した者全員の感想である。
加藤博士の主な研究分野は、民事訴訟法・破産
法・強制執行法・海商法などであり、これらに関
する著書・論文は多数ある。私は専門が民法であ
りこれらの分野とは異なり、また古い時代のもの
であるため、これらの論文・著書を読むことはあ
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まりなく、院生時代にわずかに破産法の著書を読
んだ記憶が残っているぐらいである。しかし加藤
博士の名前は、さまざまな論文に引用されており、
一時代を築いた有名な法律学者であることは大学
生の頃から知っていた。今回、このような機会を
得、地域と法律の 2つに同時に触れることができ、
様々なご協力をして下さった方々に深く感謝しま
す。
【資料1】
今からだいたい140年前、生坂村に加藤正治と
いう人が生まれました。
正治の家はお父さん、お母さん、お兄さん、正治
の4人家族です。
一番右にいるのが正治で、正治の家では、たばこ
の元になる葉っぱを育てていました。
正治は学校へ行くために大きな川を渡ります。
でも、川には橋が架かっていないので、正治は川
を渡ることができません。
なので、正治はお魚に船を押してもらって、向こ
う岸へ行きます。
正治「お魚さーん！今日もお願いしまーす！」
魚１「はーい、さぁ乗って乗って！」
正治「いつもありがとう。」
魚２「いいんだよ。毎日正治くんが楽しそうに学
校へ行く姿が見れて、僕たちはとっても嬉しい
よ。」
正治「僕は毎日学校へ行けるのが、本当に嬉しい
し楽しいんだ。じゃあ行ってきます！」
魚　「いってらっしゃーい。」
険しい道のりを歩いた正治は学校に行っても勉
強熱心でした。そのおかげか成績はいつも一番
でした。
正治はクラスの人気者でもありました。勉強の
ことに関してはみんな正治に聞きました。
生徒「正治君ここの問題どう解くの？」
正治「ここでね、掛け算を使えば解けるよ。」
正治の教え方はとてもわかりやすくて丁寧でし
た。
また、正治が遠いところから学校まで通ってい
ることをみんな知っていました。
生徒「よく遠いところからくるね。正治君はすご
いや。」
正治「まあ、学校が好きだからね。」
正治はこう返しました。
正治にとって学校とは、とても居心地のよい場
所であったのです。
そんな正治をクラスのみんなは、憧れの目で見
つめていました。
正治の家が育てていた、たばこの元となる葉っ
ぱは、生坂たばことよばれ、その当時は、とても
人気のあるものでした。
正治「これをこうしてっと。」
父「正治、こっちのも頼む。」
正治「はいはい。」
正治は家の手伝いをよくする子どもでした。
また、正治は勉強がとても好きで、小学校に通っ
ていました。
本当に遠い遠い道のりを、正治は毎日頑張って
学校まで歩いて行くのです。
正治「学校まではすごい遠いけど、勉強できるな
ら、こんな長い道のりなんてへっちゃらさ！」
そう自分に言い聞かせながら、正治は山を登っ
て行きます。
山を登り終えると、そこには赤い頭巾と着物を
身に付けたお地蔵様がいます。
この赤地蔵は、いつも山のてっぺんから生坂村
を見守っているのです。
正治は毎日、赤地蔵にお参りをしていきます。
正治「赤地蔵様、おはようございます！」
地蔵「おや、正治君、今日も学校かい？毎日こん
なに大きな山を登って学校に行くなんて、偉い
ね～。」
正治「僕は勉強が大好きなんです。勉強ができる
なら、山を登ることくらいへっちゃらさ。」
地蔵「そうかい、そうかい。こんなにがんばって
いるんだから、正治君はきっと立派な大人にな
れるよ。」
正治「ありがとうございます。赤地蔵様。では、
行ってきます！」
地蔵「いってらっしゃーい。今日も勉強がんばる
んだよー。」
正治「はーーい。」
こうして、川を渡り、山を越えた正治は長い長い
道のりを経て、毎日学校に通っていたのです。
正治の学校は、家から遠い遠い場所にありまし
た。
正治は大好きな勉強をするために、毎日3時間
かけて、休まず学校に行きます。
今日も正治は朝ごはんを済ませて学校へ行き
ます。
母　「正治、行ってらっしゃい。」
父　「気を付けて行くんだぞ。」
正治「はーい。いってきまーす。」
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川を渡ると、その後には、山を一つ越えなければ
なりませんでした。
6
7
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そうして正治は家の手伝いをすることになりま
した。
父「正治、こっちに来て手伝ってくれないか？」
正治「分かった、父さん。今行くよ。」
家の手伝いはとても大変ですが、正治は一生懸
命働きました。
兄「俺のせいでごめんな、正治。」
ある時、お兄さんが申し訳なさそうに言いまし
た。
正治は大学でもたくさん勉強し、もちろん成績
も優秀でした。
大学を卒業した正治は、今度は外国へ行き、もっ
ともっと勉強したのです
正治「勉強ってなんて楽しいんだろう。勉強すれ
ばするほどいろんなことが分かってとってもお
もしろい。僕はもっともっといろんなことを知
りたいから、ずぅーっと勉強を続けよう！！」
勉強が大好きで、いつもこんなことを考えてい
た正治は、外国から日本へ帰ると、今までたくさ
ん勉強したおかげで、大学の教授という、偉い、
えらーい、先生になったのです。そこで知り合いの浅井洌先生に相談をしまし
た。
正治「先生、僕、大学に行くことが、できなくなっ
てしまいました。勉強がしたいのに学校に通え
ないんです。これからどうしたらいいのか、もう
分かりません・・・。」
正治は泣きそうになりながら言いました。
すると、洌先生は
洌「正治、それなら私の知り合いの塾を紹介して
あげよう。そこで空いている時間は勉強をした
らいいじゃないか。もう絶対に大学へ行けない
と決まった訳ではないんだろう？だったら今は
勉強をして、その時を待つんだ。簡単に夢を諦め
てはいけないよ。」と言いました。
その言葉を聞いて、正治の胸には微かな希望が
宿りました。
正治「そうですね、諦めないで頑張ってみます。」
そうして正治は、洌先生の知り合いの塾に通う
ことになり、家の手伝いをしながら、空いた時間
には、一生懸命勉強を続けました。
偉い先生になった正治は中央大学の卒業式でこ
んな言葉を残しました。
「歩々緩く遅きは克たむ富士詣」
この言葉の意味は「人生、あわててはいけませ
ん。しかし楽な方に生きるのではなく、日々の努
力を大切にしてください。そうすれば夢は叶い
ますよ。」ということです。
正治は、どんなに苦しい時にあっても、決してく
じけず一生懸命生きていきました。
この言葉は正治の人生を表したものなのでしょ
う。
しばらくすると、お兄さんの体はどんどん良く
なっていったので、正治は東京の大学に行くこ
とができるようになりました。
正治「やったー！東京の大学で勉強ができる
ぞ！でも…どうやって行けばいいんだろう？」
そのころ、生坂村から東京へ行くようなバスや
電車はありませんでした。
そこで、正治は「そうだ！東京まで歩いて行けば
いいんだ！」と考えたのです。
そして、生坂村を出発した正治は一週間ほど歩
き続け、ついに夢であった東京に到着したので
した。
正治は勉強が大好きだったので、今の学校を卒
業したら、東京にある大学でもっともっと勉強
したいと思っていました。
正治「お父さん、お母さん、僕はもっとたくさん
の勉強をするために東京の大学に行きたいん
だ。」
しかし、家のために、正治のお母さんが言いまし
た。
母「正治、お兄ちゃんは体が弱いから、家の仕事
を手伝ってくれる人がいないのよ。正治が家か
ら出ていってしまったら困るわ。」
昔は、子どもも家の仕事を手伝って、家族みんな
で働いていました。お兄さんの体が弱かったた
め、正治は家に残って、家の仕事を手伝わなけれ
ばならず、大学に行くことができませんでした。
中学生になると正治は、浅井洌先生に出会いま
した。浅井洌先生は長野県で生まれ育ったなら
誰でも歌えるという、あの有名な信濃の国とい
う曲を作ったとてもすごい人です。
正治「あなたが浅井洌先生ですね、初めまして。」
浅井洌「初めまして。君が正治君か、一度会って
みたいと思ってたよ。」
こうして正治は、昼間は学校で勉強し、夜は浅井
洌先生の塾で勉強をすることになりました。
9
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8 正治「気にしないでよ、兄さん。兄さんの責任
じゃないよ。」
正治はそう明るく言うと、にっこりと笑いまし
た。
けれども心の中では悩んでいました。
正治「僕はいつになったら家の手伝いをしない
で、大学に行くことができるようになるかな。あ
あ、勉強がしたいなあ・・・」
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昔々、生坂村に加藤正治という少年がいました。
正治はとっても勉強が大好きで毎日遠く離れた
学校に通っていました。
学校へ行くためには川を渡り、大きな山を越え
なければなりませんでした。
正治「こんな道のり、へっちゃらさ」
正治は毎日三時間もかけて学校に通っていたの
です。
そんな勉強が大好きな正治は、常に成績が優秀
でした。正治の家の都合で、勉強ができない時
期もありましたが、それを乗り越え大学生に
なって、法律を勉強するようになりました。
難しい法律の本を読んでいると、正治はあるこ
とに気がつきました。
正治「どうやらドイツは法律の研究が日本より
進んでいるみたいだ。」
正治はドイツで法律の研究をしたいと思うよ
うになりました。
正治「ようし、ドイツに行ってもっと法律の勉
強をしよう」こうして正治はドイツへ旅立ちま
した。
さっそく俳句を作ってみようと思った正治でし
たが、なかなか上手く作れません。
正治「俳句を作るのって結構難しいなー。そう
だ、せっかくだし、同じ長野県生まれの一茶の句
を利用して俳句を作ってみよう」正治は達吉か
ら借りた俳句集から一茶の俳句を探しました。
正治「どの句を使おうかな、あっこれなんかどう
だろう。『信濃では月と仏とおらが蕎麦』ふるさ
との信濃についての句か。よーし」正治は一生懸
命考えました。
正治「 『想い出の多さよおらが月と蕎麦』うん。
なかなかいい句ができたな。」同じ長野県生まれ
の小林一茶の俳句は正治にとって、一茶がその
俳句を作った時の気持ちが良く分かるものだっ
たのです。正治は一茶の俳句を作るコツが分
かった気がしました。そして俳句を作ることが
楽しくなって来たのです。
正治は俳句に夢中になり、暇さえあれば俳句を
詠んでいました。ところが、正治はまだ俳号を決
めていませんでした。俳号というのは、分かりや
すく言えばペンネームのようなものです。
正治「何かいい俳号はないかなぁ。」正治は悩ん
でいる内に眠ってしまいました。夢の中で正治
は大きな川の前にいました。
正治「あれ？この川は生坂村に流れている犀川
じゃないか。」川のせせらぎを聞いていた正治
は、ふるさとである生坂村を思い出しました。
正治「そうだ、俳句を詠んでいるときに、いつで
も生坂村のことを思い出せるように、犀川から
名前をとって『犀水』って俳号にしよう。」こうし
て犀水という俳号が生まれました。
ドイツに到着してから1ヶ月が経とうとしてい
ました。ドイツに来てからも法律の研究を熱心
に行っていた正治でしたが日本での生活を思い
出すようになり、最近は研究が進まなくなって
きてしまいました。
正治「ドイツに来てからもう1ヶ月か、ドイツも
いいところだけど、日本のご飯が食べたくなっ
てきちゃったなー。」正治がそうつぶやいたとき
一本の電話が来ました。その電話は昔から親友
だった美濃部達吉からのものでした。
達吉「やあ正治久しぶり。君がドイツに来てるっ
て聞いてね、ドイツでの生活はどうだい？」
正治「久しぶりだね達吉。君もドイツに来てたん
だね。実は最近日本が恋しいんだよ。」
達吉「僕もドイツに来たばかりの時はそうだっ
たよ。でも最近俳句を始めてね、これがとても面
白いんだよ。どうだい？君も一緒にやってみな
いかい？これならドイツで暮らしながら日本を
思い出すことができると思うよ。」
正治「俳句か。やってみようかな。」こうして正治
は俳句と出会い、法律学者として法律の研究を
しながら、俳句を作る人のことである俳人とし
ても活躍するようになってゆくのです。
俳句についてよく知らなかった正治は、達吉に
教えてもらうことにしました。
正治「俳句って一体どういうものなんだい？　
確か、5・7・5で表す文章だよね？」
達吉「その通りだよ。この5・7・5の形が俳句の基
本的なところだよ。でももう一つ大切なことが
あるんだ。それは文の中に必ず季語という季節
が感じられる言葉を入れなくちゃいけないん
だ。例えば有名な小林一茶の俳句に『やせ蛙負け
るな一茶これにあり』っていう俳句があるんだ
けど、この句の季語は春を感じられる蛙が当て
はまるんだよ。」
正治「 5・7・5に表したり季語を入れたり、なんだ
か難しそうだね。ところで小林一茶の他に有名
な俳人や俳句ってあるのかい？」
達吉「小林一茶の他に『松尾芭蕉』っていうとっ
ても有名な俳人がいるんだよ。『閑さや岩にしみ
いる蝉の声』という句はとても有名なんだ。」
正治「その俳句なら僕も聞いたことがある。なん
だかもっと俳句について知りたくなってきた
よ。」すると達吉が言いました。
達吉「有名な俳句がいっぱい載っている俳句集
を持っているから正治に貸してあげるよ。」
正治「いろいろ教えてくれてありがとうー達吉。
この俳句集を見て、もっと俳句について勉強し
てみるよ。」正治はますます俳句に興味を持つよ
うになりました。
1
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【資料2】
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正治にはすみさんという奥さんがいました。
すみさんはとても優しく、きれいな人であった
ため、正治はとても幸せでした。ある日すみさん
が絵を描いていたので、正治は声をかけました。
正治「すみさん、絵がとても上手だね。」
すみ「まあ正治さん、ありがとうございます。実
は、天皇のお嬢さんにも教えたこともある、跡見
玉枝先生という素晴らしい先生に私も教えても
らっていたんです。」正治はとても驚きました。
正治「それは凄いね。ねえ、もし良かったら2人で
何か作品を作ってみないかい？僕が俳句を書い
て、すみさんがそこに絵を描くんだ。」
すみ「まあ楽しそうですね。ぜひやりましょう。」
正治「本当かい？ありがとう。」
ある秋の季節、正治とすみさんは一緒に散歩に
出かけました。外はすっかり秋の気配が近づき、
紅葉は真っ赤に染まっています。紅葉を見た正
治は俳句が頭に浮かびました。「紅葉より赤きは
人のこころかな」すみさんは言いました。
すみ「正治さん、とってもいい俳句ですね。」
正治「一番赤いものは情熱を持った人間の心だ
ということを、紅葉が赤いことで表したんだよ。
寒くなる秋の季節にはぴったりの俳句でしょ。
そうだ、すみさん、ここに、紅葉の絵を描いてく
れないかい？きっといい作品ができると思う
よ。」
すみ「それはステキですね。早速家に帰って絵を
描きましょうか。」こうしい正治が俳句を考え、
そこにすみさんが、きれいな紅葉の絵を描き、
とってもいい2人の共同作品ができました。
この作品を正治はとても気に入り、それからの
こと2人はいつも一緒に作品を作る楽しい毎日
を送りました。
そんな夫婦円満な生活に悲しい出来事が起こっ
てしまいました。正治の長男が病気で亡くなっ
てしまったのです。正治とすみさんは若い頃に
結婚していたのですが、正治が留学したため、子
供が生まれたのは遅くなってしまいました。そ
のため長男をとても大切にしていました。そん
な子が亡くなってしまい、正治は悲しみにくれ
ました。
すみ「正治さん、元気を出してください。私がそ
ばにいますから。」
正治「うん、ありがとう。」正治はこのような俳句
を詠みました。「とめどなく涙しぼゆるや秋の
雨」
正治「これからは楽しかったことも悲しかった
ことも全て俳句に残して、その時感じた気持ち
を忘れないようにしよう。」正治はそう思いまし
た。
落ち込んでいた2人に嬉しいこともありました。
2人に孫ができたのです。久しぶりの嬉しい出来
事に、正治とすみさんはとても喜びました。
正治「なんて可愛い子なんだ。よし、この子の名
前は私が決めよう。」あまりの嬉しさに正治はこ
の子を「正文」と名付けました。
すみ「そうだ、正治さん。この気持ちを俳句にし
ましょう。」
正治「それはいい考えだね。よし、俳句を作ろ
う。」「珠を得てさし上げ見るや皐月富士」この俳
句の意味は、初めての孫が5月の富士山のように
素晴らしいことを表しています。
すみ「わあ、素敵です正治さん。心に響いてくる
俳句ですね。正文も富士山のように大きな心を
持った子に育ってくれると思いますよ。」
正治「そうだね。すみさん。正文、生まれてきてく
れて本当にありがとう。」
こうして様々な出来事があるたびに俳句を作っ
ていったため、正治が作った句はいつの間にか2
万句以上にもなりました。こんなにたくさん俳
句を作った正治は宗匠という俳句の先生になり
多くの弟子がつくようになりました。
弟子「先生、最近僕、俳句が上手く作れなくて悩
んでいるんです。何かコツはありませんか。」
正治「俳句で大切なことは素直な心を言葉で表
すことだよ。」
弟子「なるほど、自分の気持ちを表現しなきゃ先
生みたいに、素敵な俳句なんてできませんよ
ねーさすが先生です。」
正治は様々なことを弟子に教えていきました。
正治「歩々緩く遅きは克たむ富士詣で 」この俳
句は正治の人生を表した句です。これは、人生は
急がず焦らず、けれども怠ることなく、一歩一歩
地を踏みしめて進んでいくことが大切であると
いうことです。この俳句は多くの人にも伝えら
れてきた句です。このように俳句は正治の象徴
であり、俳人犀水としてもたくさんの活躍をし
た正治なのでした。
俳句に出会ったことにより、ドイツでの生活も
法律の研究も充実していた正治は日本に帰るこ
とにしました。
正治「こんなにドイツでの生活が上手くいった
のも俳句に出会ったおかげだ。そろそろ日本に
帰って、自分の経験を活かしていこう。」
日本に戻ると正治は、ドイツでの経験を活かし、
多くの人に法律の知識を伝え、法律学者として
活躍していきます。でも、正治は勉強したくても
できないたくさんの若者たちと出会ったので
す。そこで正治は、自分の過去と重ね、彼らのた
めに力になりたいと考えました。
正治「僕にもそんな時があったな。そうだ、彼ら
のために夏の間だけでも勉強できるところを作
ろう。」そうして正治は木崎夏期大学という学校
をつくりました。正治は夏の山の湖のほとりで
若者たちが勉強している様子を俳句にしまし
た。「夏山や学童めぐる森の湖」
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